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聞
い
た
者
は
皆
、
羊
飼
い
た
ち

の
話
を
不
思
議
に
思
っ
た
。

（
ル
カ
２
：
18
）

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
2
章
8
～

21
節
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
必
ず

読
ま
れ
る
聖
書
日
課
の
一
つ
で
す
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
は
、

イ
エ
ス
が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
書

か
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
エ
ス
が
十
字
架
上
で
殺
さ
れ
た

後
、
キ
リ
ス
ト
教
が
成
立
し
て
か

ら
、
さ
ら
に
50
年
以
上
経
っ
た
頃

に
書
か
れ
た
の
で
す
。

で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

出
来
事
は
、
な
ぜ
そ

れ
ほ
ど
後
に
な
っ
て

か
ら
書
き
下
ろ
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

語
り
手
は
聞
く
人
読

む
人
に
、
何
を
伝
え

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
当

に
全
部
そ
の
通
り
起
き
た
事
実
だ

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

語
り
手
は
、
こ
の
出
来
事
が
事
実

か
作
り
話
か
、
そ
う
い
う
こ
と
と

は
全
く
違
っ
た
次
元
の
こ
と
を
伝

え
た
か
っ
た
の
で
す
。
何
を
読
者

に
伝
え
た
か
っ
た
か
を
、
登
場
人

物
を
通
し
て
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ

う
。ま

ず
羊
飼
い
た
ち
。
彼
ら
は
そ

の
晩
、
夜
通
し
羊
た
ち
の
見
張
り

の
は
ず
で
す
。
そ
の
メ
シ
ア
が
お

産
に
は
適
し
て
い
な
い
家
畜
小
屋

で
、
飼
い
葉
お
け
の
中
に
寝
て
い

る
な
ん
て
、
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
か

ら
人
々
は
不
思
議
に
感
じ
た
の
で

す
。も

う
一
つ
不
思
議
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
メ
シ
ア
誕
生
の
知
ら

せ
が
、
ま
ず
最
初
に
羊
飼
い
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
が
羊
飼
い
と
聞
く
と
、
ど

こ
か
牧
歌
的
で
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
当
時
の
ユ
ダ

ヤ
人
の
常
識
で
は
、

一
番
汚
れ
に
染
ま
り

や
す
い
職
業
だ
っ
た

の
で
す
。
羊
を
追
っ

て
野
山
を
駆
け
巡
る

わ
け
で
す
か
ら
、
い
つ
ど
こ
で
ど

ん
な
汚
れ
た
物
、
た
と
え
ば
動
物

の
死
体
に
触
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
触
れ
ば
自
分
も
汚
れ
て

し
ま
う
。
き
っ
ち
り
と
律
法
を
守

れ
な
い
羊
飼
い
に
、
天
使
が
現
わ

れ
て
、
喜
び
の
知
ら
せ
を
告
げ
る

と
は
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の

常
識
に
反
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。
羊
飼
い
に
最
初
の
喜
び
の
知

ら
せ
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
も
ま
た
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
不
思
議
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

最
後
に
見
つ
め
た
い
の
は
マ
リ

ア
で
す
。
彼
女
は
、
こ
れ
ら
の
出

来
事
を
す
べ
て
心
に
納
め
て
、
思

い
巡
ら
し
て
い
た
と
ル
カ
は
伝
え

て
い
ま
す
。
不
思
議
の
次
元
に
留

ま
ら
ず
に
そ
れ
を
超
え
て
、
そ
の

意
味
を
考
え
始
め
て
い
る
マ
リ
ア
。

聖
書
の
語
り
手
は
、
読
者
に
、
つ

ま
り
私
た
ち
に
、
イ
エ
ス
が
ユ
ダ

ヤ
人
の
常
識
と
は
ま
る
で
違
っ
た

救
い
主
メ
シ
ア
で
あ
る
こ
と
を
、

指
し
示
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
、
イ
エ
ス
の
生
涯
が
始

ま
り
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
常
識
か

ら
す
る
と
不
思
議
で
な
ら
な
い
イ

エ
ス
の
活
動
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
語
り
手
は
、
私
た
ち
が

マ
リ
ア
と
共
に
、
そ
の
不
思
議
な

イ
エ
ス
の
生
涯
を
思
い
巡
ら
す
よ

う
に
、
イ
エ
ス
が
私
た
ち
の
と
こ

ろ
に
や
っ
て
来
ら
れ
た
意
味
を
思

い
巡
ら
す
よ
う
に
、
と
招
い
て
い

ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
は
、
神

様
の
方
か
ら
「
や
っ
て
き
た
」
不

思
議
な
出
来
事
で
し
た
。
そ
の
意

味
を
思
い
巡
ら
す
よ
う
に
、
私
た

ち
は
招
か
れ
て
い
ま
す
。

（
い
そ 

は
る
ひ
さ
・
大
阪
教
区

主
教
）

番
を
し
て
い
ま
し
た
。
民
全
体
へ

の
喜
び
の
知
ら
せ
、
す
な
わ
ち
イ

エ
ス
誕
生
の
知
ら
せ
は
、
天
使
に

よ
っ
て
ま
ず
羊
飼
い
に
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
彼
ら
は
非
常
に
恐
れ
ま

す
が
、
天
使
が
立
ち
去
っ
た
後
、

天
使
が
言
っ
た
こ
と
が
本
当
か
ど

う
か
を
確
か
め
に
行
き
、
自
分
の

目
で
確
か
め
る
と
そ
の
こ
と
を
周

り
の
人
々
に
知
ら
せ
、
神
を
賛
美

し
な
が
ら
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
彼

ら
は
本
当
に
好
奇
心
旺
盛
で
純
真

な
心
根
を
も
っ
た
人
々
で
す
。

次
は
、
羊
飼
い
の
話
を
聞
い
た

人
々
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
彼
ら

に
と
っ
て
羊
飼
い
の
報
告
は
不
思

議
だ
っ
た
の
で
す
。
何
が
不
思
議

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
救
い

主
メ
シ
ア
が
、「
布
に
く
る
ま
っ

て
、
飼
い
葉
お
け
の
中
に
寝
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
自
分

た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
大
帝
国
ロ

ー
マ
を
打
倒
し
て
く
れ
る
メ
シ
ア

は
、
英
雄
ダ
ビ
デ
よ
り
強
い
武
将

ク
リ
ス
マ
ス
の
不
思
議

ク
リ
ス
マ
ス
の
不
思
議

主
教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久

主
教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久
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２
０
１
８
年
の
年
間
聖
句
と
し

て
、「
主
を
喜
び
祝
う
こ
と
こ
そ
、

あ
な
た
が
た
の
力
の
源
で
あ
る
。」

（
ネ
ヘ
ミ
ヤ
８
：
10
）
を
選
び
ま

し
た
。
私
た
ち
の
喜
び
で
あ
る
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
分
か
ち
合

い
、
ど
の
よ
う
に
人
々
に
信
仰
を

紹
介
し
て
い
く
か
を
皆
様
と
祈
り

求
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

〈
感
謝
〉

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
第
119

（
定
期
）
教
区
会
開
催
に
あ
た
り
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
は

が
あ
り
、
沢
山

の
犠
牲
者
と
大

き
な
被
害
が
出

て
お
り
ま
す
。

東
北
・
九
州
の

み
な
ら
ず
世
界

各
地
の
地
震
や
豪
雨
の
被
災
地
で

は
、
今
も
な
お
復
興
に
は
ほ
ど
遠

い
厳
し
い
現
実
が
、
被
災
者
の
上

に
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

原
発
事
故
に
よ
る
目
に
見
え
な
い

放
射
能
汚
染
は
、
多
く
の
人
々
を

恐
れ
と
不
安
、
危
険
の
中
に
置
き

去
り
に
し
た
ま
ま
で
す
。
甲
状
腺

が
ん
の
増
加
も
心
配
で
す
。
祈
り

と
支
援
を
続
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

〈
大
阪
教
区
の
現
状
〉

大
阪
教
区
に
は
教
会
22
、
学
校

３
、
病
院
１
、
社
会
福
祉
施
設
４
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
ま
す
が
、
教
役
者
数
は
、

主
教
１
人
、
司
祭
14
人
、
宣
教
協

働
者
の
司
祭
２
人
、
執
事
１
人
、

神
学
生
２
人
、
嘱
託
司
祭
8
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
齊
藤
壹
司
祭
に

は
牧
師
館
に
定
住
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。
ど
う
考
え
て
も
来
春
す
べ

て
の
教
会
・
関
係
諸
施
設
に
教
役

者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
、
現
時
点

で
は
不
可
能
で
す
。
ど
う
し
て
も

定
住
者
が
い
な
い
教
会
が
出
て
参

り
ま
す
。
ま
た
将
来
を
見
据
え
ま

勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
本
会
議
に

ご
参
集
下
さ
っ
た
こ
と
、
日
ご
ろ

の
皆
様
の
教
会
で
の
お
働
き
、
教

区
諸
活
動
へ
の
ご
支
援
と
ご
理
解

に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
世
界
・
日
本
〉

世
界
の
状
況
は
、
戦
争・紛
争・

テ
ロ
・
難
民
流
出
・
病
気
・
飢
餓

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
困

難
を
抱
え
た
不
安
定
な
地
域
で
、

少
数
民
族
や
キ
リ
ス
ト
教
の
小
規

模
な
共
同
体
が
テ
ロ
の
標
的
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
う
し

た
こ
と
に
対
し
て
無
関
心
で
い
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
日

本
政
府
も
、
戦
争
出
来
る
国
へ
と

大
き
く
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
日
本
社
会
全
体
が
、
排
外
的

で
不
寛
容
な
世
の
中
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
皆
様
と
共
に
平
和
を

祈
り
求
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
平
和
憲
法
を
大
切
に
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
11
月
14
日
イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
国
境
付
近
の
山
岳
地
帯
で
地
震

し
て
も
、
教
役
者
の
チ
ー
ム
作
り
、

多
様
な
教
役
者
の
あ
り
方
、
教
会

間
の
協
働
や
合
併
を
、
し
っ
か
り

と
考
え
な
い
と
い
け
な
い
状
況
で

す
。
牧
会
補
助
金
に
も
限
り
が
あ

る
中
、
危
機
感
を
も
っ
て
各
教
会

と
、
ま
た
教
会
間
で
話
し
合
っ
て

頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
５
月
３
日
ペ
テ

ロ
金
山
将
司
聖
職
候
補
生
の
執
事

按
手
式
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
成
岡

宏
晃
執
事
の
司
祭
按
手
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
金
山
執
事
と
成
岡
司

祭
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
歩
み
の
上
に
主
の

豊
か
な
導
き
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

と
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
ヒ
ュ
ー
ム 

ユ
ー
ワ
ン
聖
職
候
補
生
は
、
ウ
イ

リ
ア
ム
ス
神
学
館
３
年
次
の
勉
学

に
励
ん
で
お
ら
れ
、
来
年
４
月
よ

り
宣
教
の
現
場
で
働
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
山
本
直
樹
神

学
生
も
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

新
た
な
神
学
生
が
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
特

に
千
松
清
美
司
祭
に
続
く
、
女
性

聖
職
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

お
祈
り
く
だ
さ
い
。

〈
京
都
教
区
と
の
協
働
〉

京
都
教
区
と
の
合
併
を
視
野
に

入
れ
た
教
区
間
協
働
に
関
し
て
は
、

課
題
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
よ

き
化
学
反
応
が
起
こ
る
と
信
じ

て
、
去
る
５
月
５
日
、
合
同
礼
拝

を
行
い
、
特
別
協
働
教
区
関
係
を

結
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
協
議
を
深

め
、
講
壇
交
換
・
信
徒
の
交
流
・

人
事
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
協
働

関
係
を
築
い
て
参
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
本
日
、
私
た
ち
大

阪
教
区
の
教
区
礼
拝
に
関
し
て
ア

ピ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
京
都
と

の
合
同
礼
拝
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
大
阪
教
区
は

京
都
教
区
教
育
部
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

し
て
、
北
小
松
で
小
学
生
キ
ャ
ン

プ
や
J's
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
京
都
教
区
の
教
役
者

の
多
く
は
、
北
小
松
で
の
キ
ャ
ン

プ
体
験
が
後
の
聖
職
へ
の
道
の
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
北

小
松
」
が
聖
職
へ
の
道
の
合
言
葉

で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
神
戸

教
区
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
磯
は
９

月
23
日
ま
で
神
戸
教
区
の
管
理
主

教
を
致
し
ま
し
た
が
、
教
役
者
の

多
く
が
神
戸
教
区
中
高
生
大
会
の

経
験
者
で
す
。
今
も
教
役
者
挙
げ

て
中
高
生
大
会
を
支
援
し
て
い
ま

す
。「
中
高
生
大
会
」
が
聖
職
へ

の
道
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
成
長
に
は
キ
ャ
ン
プ
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
大

第

　（
定
期
）
教
区
会

　開
会
演
説主

教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久

私
た
ち
の「
居
場
所
」を
祈
り
と
礼
拝
の
中
に

私
た
ち
の「
居
場
所
」を
祈
り
と
礼
拝
の
中
に

119

磯
晴
久
主
教
（
右
）
と

書
記
の
義
平
雅
夫
司
祭
（
左
）
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阪
教
区
に
も
聖
職
へ
の
道
の
合
言

葉
に
な
る
活
動
が
必
要
で
す
。

ま
た
今
教
区
会
で
ご
承
認
を
頂

け
ま
し
た
ら
、
大
阪
教
区
は
教
区

の
執
行
機
関
と
し
て
、
京
都
教
区

と
同
じ
よ
う
に
総
務
局・宣
教
局・

財
政
局
の
３
局
体
制
に
移
行
し
ま

す
。
す
で
に
、
３
局
長
候
補
者
と

の
話
し
合
い
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

従
来
の
教
務
局
が
廃
止
さ
れ
、
教

務
局
長
の
役
割
は
総
務
局
長
が
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
学
校
関
連
〉

関
係
学
校
で
は
、
泉
ヶ
丘
に
あ

る
プ
ー
ル
学
院
大
学
の
教
育
学
部

を
桃
山
学
院
が
継
承
・
統
合
し
、

２
０
１
８
年
４
月
よ
り
桃
山
学
院

教
育
大
学
と
し
て
出
発
い
た
し
ま

す
。
プ
ー
ル
学
院
短
期
大
学
は
、

同
じ
泉
ヶ
丘
に
３
年
間
共
存
し
て
、

教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
プ
ー

ル
学
院
短
期
大
学
の
た
め
お
祈
り

く
だ
さ
い
。
福
祉
施
設
で
は
、
東

光
学
園
が
来
年
創
立
100
周
年
を
迎

え
ま
す
。
ご
加
祷
く
だ
さ
い
。

〈
教
会
生
活
〉

２
０
１
７
年
も
本
教
区
会
に
至

る
ま
で
、
各
教
会
を
堅
信
式
あ
る

い
は
巡
回
で
訪
れ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
皆
様
が
祈
り
な
が
ら
心

を
尽
く
し
て
、
教
会
運
営
・
宣

教
・
伝
道
活
動
に
当
た
っ
て
く
だ

11
月
23
日（
木
／
休
）
午
前
９

時
よ
り
、
主
教
座
聖
堂
・
川
口
基

督
教
会
に
お
い
て
第
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教
区
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
礼

拝
・
聖
餐
式
の
後
、
議
会
が
開
か

れ
議
場
を
信
徒
会
館
に
移
し
た
。

議
長
は
磯
晴
久
主
教
、
書
記
は
義

平
雅
夫
司
祭
、
金
山
将
司
執
事
。

教
役
者
議
員
15
人
、
信
徒
代
議
員

36
人
が
出
席
し
た
。

諸
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
以

職
代
議
員　
内
田
望
司
祭
、
竹
林

徑
一
司
祭
（
補
欠
①
千
松
清
美
司

祭
、
②
松
平
功
司
祭
）、
信
徒
代

議
員　

辻
節
子
さ
ん
（
石
橋
聖
ト

マ
ス
）、
小
池
義
郎
さ
ん
（
芦
屋
聖

マ
ル
コ
）（
補
欠
①
豊
川
雅
章
さ

ん
（
大
阪
聖
愛
）、
②
畑
野
研
太
郎

さ
ん
（
芦
屋
聖
マ
ル
コ
））
が
当
選

さ
れ
た
。
ま
た
会
計
検
査
委
員
に
、

春
名
英
夫
さ
ん
（
恵
我
之
荘
聖
マ

タ
イ
）
と
山
本
多
津
子
さ
ん
（
芦

屋
聖
マ
ル
コ
）
が
指
名
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

閉
会
祈
祷
を
も
っ
て
15
時
25
分

に
閉
会
し
た
。
な
お
、
開
会
聖
餐

式
信
施
４
８
，
８
０
０
円
は
聖
公

会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
働
き
の
た
め

に
献
げ
ら
れ
た
。

教
区
会
終
了
後
、
直
ち
に
第
１

回
常
置
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
互

選
の
結
果
、
常
置
委
員
長
は
内
田

望
司
祭
、
書
記
は
小
池
義
郎
さ
ん

に
決
定
。
ま
た
、
磯
主
教
か
ら
３

局
長
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
総

務
局
長
に
内
田
望
司
祭
、
宣
教
局

長
に
ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン

司
祭
、
財
政
局
長
に
太
田
幸
彦
さ

ん
（
聖
ル
シ
ヤ
）
を
任
命
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
た
。
こ
の
教
区
会

に
よ
っ
て
新
し
い
大
阪
教
区
３
局

体
制
が
始
ま
っ
た
。

さ
っ
て
い
る
姿
に
触
れ
、
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
同
時
に
、
声
な
き
声
（
悲
鳴
）

も
届
い
て
お
り
ま
す
。「
高
齢
化
、

若
者
が
い
な
い
、
財
政
的
に
し
ん

ど
い
、
具
体
的
な
宣
教
方
策
を
決

め
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
教
会
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
取
れ
て
い
な
い
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
自
信
を
失
っ
て
い
る

…
」
大
阪
教
区
の
課
題
は
、
信
徒

の
減
少
、
宣
教
力
・
伝
道
力
低
下
、

高
齢
化
、
聖
職
不
足
へ
の
対
処
、

青
少
年
の
育
成
、
財
政
的
な
ピ
ン

チ
…
そ
し
て
何
よ
り
も
人
で
す
。

管
区
で
は
、
２
０
２
２
年
に
宣

教
協
議
会
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

下
の
６
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
た
。
①
２
０

１
８
年
度
日
本
聖
公
会
大
阪
教
区

一
般
会
計
予
算
（
案
）
承
認
の
件
、

②
宗
教
法
人
「
日
本
聖
公
会
大
阪

教
区
」
規
則
改
正
の
件
、
③
大
阪

教
区
施
行
規
則
改
正
の
件
、
④
大

阪
教
区
会
規
則
改
正
の
件
、
⑤
大

阪
教
区
会
計
規
則
改
正
の
件
、
⑥

大
阪
教
区
給
与
規
則
改
正
の
件
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
度
の
常
置

ま
す
が
、
２
０
２
３
年
は
大
阪
教

区
成
立
100
周
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

中
長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
を

皆
様
と
考
え
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
に
は
大
き
な
救
い
の
約

束
が
あ
り
ま
す
。
神
の
国
の
約
束

で
す
。
一
方
日
々
の
生
活
の
中
で

は
、
小
さ
な
救
い
が
必
要
で
す
。

現
代
に
お
い
て
そ
れ
は「
居
場
所
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
場
の

２
～
３
割
の
方
は
う
つ
的
状
態
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
居
場
所
を
見
出
し
得
な
い
多
く

の
人
々
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
教
会
の
役
割
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
私
た
ち
は
欠

け
多
き
罪
び
と
で
す
か
ら
、
信
徒

の
交
わ
り
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

今
一
番
気
に
し
て
お
り
ま
す
の
は
、

教
会
の
雰
囲
気
で
す
。
安
心
感
・

温
か
さ
が
あ
る
か
、
是
非
点
検
し

て
頂
き
た
い
。
私
た
ち
の
「
居
場

所
」
を
、
祈
り
の
中
に
、
礼
拝
の

中
に
、
聖
餐
式
の
中
に
、
神
様
の

懐
の
中
に
、
感
じ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
祈

り
・
礼
拝
を
大
切
に
、
工
夫
や
充

実
が
必
要
で
す
。
最
初
に
申
し
ま

し
た
よ
う
に
、「
主
を
喜
び
祝
う

こ
と
こ
そ
、
あ
な
た
た
ち
の
力
の

源
で
あ
る
」
を
覚
え
な
が
ら
、
歩

ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
選
挙
の
結
果
、
教
役
者
は
内

田
望
司
祭
、
竹
林
徑
一
司
祭
、
義

平
雅
夫
司
祭
（
次
点　
千
松
清
美

司
祭
）
の
３
人
が
、
信
徒
は
辻
節

子
さ
ん
（
石
橋
聖
ト
マ
ス
）、
小
池

義
郎
さ
ん
（
芦
屋
聖
マ
ル
コ
）、
豊

川
雅
章
さ
ん
（
大
阪
聖
愛
）（
次
点

畑
野
研
太
郎
さ
ん
（
芦
屋
聖
マ
ル

コ
）
の
３
人
が
当
選
さ
れ
た
。

併
せ
て
行
わ
れ
た
、
日
本
聖
公

会
総
会
代
議
員
選
挙
の
結
果
、
聖

第
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告
と
議
案
の
記
録
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教
区
会
後
に
総

主
の
み
名
を
賛
美
し
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
か
ら
財
務
委
員

長
の
任
を
前
任
の
小
池
義
郎
兄
か

ら
引
き
継
ぎ
、
１
年
間
財
務
委
員

の
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
来
ま

し
た
。

そ
し
て
２
０
１
８
年
度
か
ら
は

３
局
体
制
の
中
の
財
政
局
と
し
て

新
た
に
活
動
を
始
め
ま
す
。

具
体
的
な
働
き
の
内
容
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
教
区
の

務
局
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
司
祭

組
織
の
中
の
位
置
付
け
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
主

教
─
教
務
局
─
総
務
部
─
財
務
委

員
会
」
で
し
た
の
で
、
総
務
部
や

宣
教
部
の
各
委
員
会
と
の
繋
が
り

は
強
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
後
は
「
主
教
─
財
政

局
」
と
な
り
、
財
政
局
、
総
務
局
、

宣
教
局
と
が
主
教
の
下
に
横
並
び

と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
３
局
で

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
の
で
、

の
内
田
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
山
本
眞
・

前
教
務
局
長
か
ら
総
務
関
連
の
引

継
ぎ
を
受
け
、
ま
た
、
大
阪
教
区

と
し
て
も
初
め
て
の
３
局
体
制
で

も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
総
務
の
仕

事
な
の
か
と
い
っ
た
戸
惑
い
の
中
、

大
阪
教
区
３
局
体
制
始
動

大
阪
教
区
３
局
体
制
始
動

就
任
に
あ
た
っ
て
３
局
長
の
あ
い
さ
つ

教
区
事
務
所
職
員
と
も
密
な
連
絡

を
取
り
つ
つ
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

総
務
の
働
き
に
お
い
て
、
今
一

番
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
今
年
、
特
別
協
働
教
区

関
係
が
発
足
し
た
京
都
教
区
と
の

働
き
が
来
年
以
降
ま
す
ま
す
活
発

に
な
り
、
実
り
豊
か
な
も
の
と
な

り
ま
す
よ
う
に
宣
教
局
、
財
政
局

と
歩
み
を
合
わ
せ
て
サ
ポ
ー
ト
し

教
区
全
体
の
動
き
に
財
務
的
な
協

力
が
よ
り
適
切
に
行
え
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
教
会
の
財
政
状
況
は
年
々
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

信
徒
の
皆
さ
ん
、
特
に
会
計
担
当

の
方
は
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
好

転
さ
せ
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
各
教
会
と
３
局
が
連

携
し
て
、
信
仰
の
志
を
強
く
し
、

喜
び
を
も
っ
て
新
た
に
進
ん
で
行

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
お
お
た　
ゆ
き
ひ
こ
・
聖
ル
シ

ヤ
教
会
信
徒
）

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の

暦
と
、
教
会
の
暦
に
沿
っ
た
行
事

に
追
わ
れ
つ
つ
の
働
き
が
な
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
主

の
導
き
の
も
と
に
与
え
ら
れ
ま
し

た
貴
い
務
め
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
く

だ
さ
い
。

（
う
ち
だ　
の
ぞ
む
・
堺
聖
テ
モ

テ
教
会
牧
師
）

先
月
行
わ
れ
た
大
阪
教
区
第
119

（
定
期
）教
区
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、

大
阪
教
区
は
新
し
い「
３
局
体
制
」

が
始
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
宣

教
局
長
と
し
て
任
命
を
受
け
ま
し

た
ウ
イ
ル
ソ
ン
と
申
し
ま
す
。

宣
教
局
の
任
務
は
幅
広
く
、
奥

深
い
こ
と
で
あ
り
、
教
会
の
基
盤

的
な
働
き
で
あ
り
ま
す
。
以
前
の

「
宣
教
部
」
か
ら
、「
宣
教
局
」
に

移
行
し
た
各
委
員
会
等
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
働
き
を
守
り
な
が
ら
強
化

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、「
日
本
聖
公

会
〈
宣
教・牧
会
の
10
年
〉
提
言
」

を
参
照
し
、
大
阪
教
区
成
立
１
０

０
周
年
（
２
０
２
３
年
）
に
向
か

っ
て
、
教
区
の
宣
教
企
画
を
再
確

認
し
、
教
区
全
体
の
意
識
・
能
力

を
よ
り
高
め
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
。大

阪
教
区
が
キ
リ
ス
ト
に
よ
る

愛
を
益
々
伝
え
、
分
か
ち
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
お
祈
り

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
芦
屋
聖
マ
ル
コ
教
会
牧
師
）

総
務
局
長

司
祭
　テ
モ
テ
　内
田
　望

財
政
局
長ヨ

ハ
ネ
　太
田
幸
彦

宣
教
局
長

司
祭
　ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン



大　阪　教　区　報（5）　2017年12月24日 第 458 号

使
徒
言
行
録

の
中
で
の
使
徒

の
働
き
を
見
ま
す
と
、
単
独
で
宣

教
旅
行
を
し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
二
人
一
組
が
基
本
で
し

た
。
大
阪
教
区
の
草
創
期
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
主
教
も
一
人
で
は
な
く
、

リ
ギ
ン
ズ
司
祭
と
共
に
来
日
さ
れ

ま
し
た
。
聖
職
は
、
本
人
の
才
能

や
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同

労
者
や
家
族
の
陰
な
が
ら
の
応
援

年
を
振
り
返
っ
て
、
こ
う
し
た
助

け
が
な
か
っ
た
ら
、
途
中
で
挫
折

し
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。

し
か
し
今
、
複
数
で
伝
道
者
・

宣
教
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
人
で

複
数
の
教
会
を
管
理
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
聖
職
が
孤
独
に
陥
ら
な
い
た

め
に
、
独
善
的
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
信
徒
と
の
協
働
が
不
可
欠
で

す
。
具
体
的
な
宣
教
プ
ラ
ン
を
皆

様
は
お
望
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
あ
っ
て
こ
そ
歩
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
友
人
や
同
労
者
、
教
会
関

係
者
の
励
ま
し
に
勇
気
づ
け
ら
れ

て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
自
身
、
恵
我
之
荘
聖
マ
タ
イ
教

会
の
時
代
、
手
に
負
え
な
い
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
、
当
時
大

阪
聖
三
一
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た

植
松
誠
司
祭
が
夜
遅
く
に
も
関
わ

ら
ず
飛
ん
で
来
て
下
さ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
聖
職
の
道
30
数

羊 だ
よ り

が
、
何
よ
り
聖
職
と
信
徒
の
協

働
、
そ
れ
に
よ
っ
て
し
か
、
牧

会
・
宣
教
活
動
の
活
性
化
は
望

め
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
牧

師
と
信
徒
の
賜
物
・
タ
ラ
ン
ト

ン
が
、
土
に
埋
も
れ
た
状
態
が

続
い
て
し
ま
い
ま
す
。「
互
い

に
愛
し
合
い
な
さ
い
。」（
ヨ
ハ

ネ
13
：
34
）
と
い
う
主
イ
エ
ス

の
こ
と
ば
を
憶
え
つ
つ
。

（
主
教 

ア
ン
デ
レ 

磯 

晴
久
）

一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん

大
阪
教
区
連
合
男
子
会
に
よ
る

一
日
修
養
会
が
10
月
20
・
21
日
に

北
海
道
教
区
主
教
・
植
松　
誠
師

父
を
お
招
き
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。20

日
の
夜
、「
植
松
誠
主
教
と

語
る
会
」
に
60
人
が
大
阪
聖
愛
教

会
に
集
ま
り
、
主
教
か
ら
、「
教

会
の
男
達
が
組
織
を
作
り
、
共
に

祈
り
・
語
ら
い
・
研
修
す
る
。
も

の
す
ご
い
宝
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。21

日
の
講
演
会
は
、
100
人
が
川

口
基
督
教
会
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
区
の
主
教
巡
回
は
、
土

曜
日
に
札
幌
を
出
発
し
、
日
曜
日

の
朝
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
紋も

ん
別べ
つ
で
礼

拝
、
午
後
に
海
岸
線
を
走
り
、
夜

に
稚
内
で
礼
拝
、
月
曜
日
の
朝

に
札
幌
に
戻
る
の
だ
そ
う
で
す

（
約
850
㎞
で
東
京
─
広
島
の
距
離
）。

巡
回
を
１
回
逃
す
と
年
に
１
度
し

か
会
え
な
い
。
主
教
を
迎
え
る
教

会
に
、「
主
教
様
よ
う
こ
そ
！
」

の
横
断
幕
が
あ
り
、
婦
人
会
は
、

数
週
間
前
か
ら
愛
餐
会
の
献
立
を

考
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
北
海
道

教
区
の
信
徒
と
主
教
の
関
係
を
羨

ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。主
教
は「
大

阪
の
皆
さ
ん
、
磯
主
教
を
大
切
に
。

お
祈
り
を
持
っ
て
お
迎
え
し
て
下

さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

宣
教
に
つ
い
て
は
、「
基
本
の

繰
り
返
し
が
宣
教
の
力
。
主
日
礼

拝
を
守
る
。
聖
書
を
読
む
。
祈
る
。

ま
ず
自
分
が
聖
書
を
読
ん
で
祈
っ

て
主
日
礼
拝
に
行
き
、
そ
れ
を
喜

ん
で
生
き
る
。
困
難
や
絶
望
の
中

で
も
、
光
を
信
じ
て
生
き
る
。
信

徒
た
ち
の
そ
の
よ
う
な
生
き
様
に
、

私
は
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
受
け

て
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
信
仰
の
継
承
に
つ
い

て
は
、
親
か
ら
伝
わ
る
「
今
日
は

日
曜
日・特
別
な
日
」「
子
供
の
頃
、

い
つ
も
は
お
水
だ
け
ど
、
日
曜
日

の
朝
は
お
湯
で
顔
を
拭
い
て
も
ら

っ
た
記
憶
が
あ
る
」「
あ
な
た
の

背
中
を
家
族
は
見
て
い
ま
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
一
同
の
心
が
熱

く
な
っ
た
修
養
会
で
し
た
。
最
後

に
、
愛
餐
会
の
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ

た
川
口
基
督
教
会
と
大
阪
聖
愛
教

会
の
両
婦
人
会
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
と
よ
か
わ　
ま
さ
あ
き
・
大
阪

聖
愛
教
会
信
徒
）

二
日
に
わ
た
り
植
松
主
教
と
語
るイ

サ
ク
　豊
川
雅
章

大
阪
教
区
連
合
男
子
会
一
日
修
養
会
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大
阪
教
区
婦
人
会
の
修
養
会
は 

秋
の
長
雨
の
切
れ
間
の
10
月
18
日

（
水
）・
福
音
記
者
聖
ル
カ
日
に
西

宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
開
か
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
147
人
で
席
上
献
金

は
「
平
和
の
た
め
の
ヒ
ロ
シ
マ
通

訳
者
グ
ル
ー
プ
（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
）」
に

献
げ
ら
れ
ま
し
た
。
前
半
は
松
岡

虔
一
司
祭
の
被
爆
体
験
を
も
と
に

し
た
お
話
を
聞
き
、
そ
の
中
で
愛

唱
聖
歌
を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。
後

半
は
伊
藤
純
子
さ
ん
の
パ
イ
プ
オ

明
る
く
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
の
あ

る
お
人
柄
の
た
め
か
静
か
な
気
持

ち
で
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
世
界
に
は
説
明
の
出

来
な
い
力
が
働
く
こ
と
が
あ
る
と

話
さ
れ
、
骨
折
後
お
元
気
に
な
り
、

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
本
当
に
感
謝
で
し
た
。

伊
藤
純
子
さ
ん
は
神
戸
聖
ミ
カ

エ
ル
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、

国
内
外
各
地
の
ホ
ー
ル
や
教
会
で

多
く
の
演
奏
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
伊
藤
さ
ん
の
奏
楽
で
前
奏
・

後
奏
、
聖
歌
を
歌
う
こ
と
も
で
き
、

素
晴
ら
し
い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演

ル
ガ
ン
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

松
岡
司
祭
は
長
崎
で
育
ち
ま
し

た
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
、
お
父

様
は
長
崎
聖
三
一
教
会
の
牧
師
を

し
て
お
ら
れ
、
外
国
人
の
信
徒
も

多
く
い
て
外
出
時
に
は
特
高
警
察

が
尾
行
す
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、

統
制
の
た
め
毎
日
夕
祷
を
暗
い
中
、

家
族
で
密
や
か
に
行
い
、
聖
歌
31

番
を
歌
っ
た
こ
と
を
お
聞
き
し
、

当
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

松
岡
司
祭
が
中
学
1
年
生
の
８

月
9
日
、
中
学
校
で
穴
掘
り
を
課

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か

そ
の
日
は
早
く
帰
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

爆
心
地
に
あ
っ
た
長
崎
鎮
西
中
学

校
を
た
ま
た
ま
早
退
し
た
た
め
一

命
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
教
会
と
牧

師
館
は
消
失
し
お
母
様
は
７
年
後

に
43
歳
で
、
お
父
様
は
そ
の
後
69

歳
で
残
留
放
射
能
の
影
響
で
急
死

さ
れ
ま
し
た
。
想
像
を
絶
す
る
悲

惨
な
体
験
で
す
が
、
松
岡
司
祭
の

２０１８年

キリスト教一致祈祷会
２０１８年

キリスト教一致祈祷会

主催　超教派クリスチャン連盟

連絡先　小出裕司（大阪聖アンデレ教会信徒）
TEL. 0 7 2 - 2 6 3 - 1 3 9 3

①大阪の集い
日時　１月１３日（土）１４時～１６時
会場　カトリックセンターサクラファミリア

（地下鉄御堂筋線中津駅下車）

司式　ミケランジェロ・アラゴン神父
（カトリック大阪大司教区梅田ブロック）

説教　井上隆晶牧師（日本基督教団都島教会）

②神戸の集い
日時　１月２０日（土）１４時～１６時
会場　日本基督教団岡本教会

（阪急神戸線岡本駅下車）

司式　赤川祥夫牧師（日本基督教団岡本教会）
説教　中村　豊主教（日本聖公会前神戸教区主教）

─ 今年度のテーマ ─

「主よ、あなたの右の手は力によって輝く」
（出エジプト １５：６）

大阪教区婦人会

司式　アンデレ　磯 　 晴 久  主教

説教　セシリア　大岡左代子 司祭
（京都教区　平安女学院大学チャプレン
奈良基督教会副牧師）

2018 年 2 月 2日（金）
午前10時 30分

大阪聖ヨハネ教会

被献日礼拝 聖餐式

ベ
タ
ニ
ヤ
の
マ
リ
ヤ
　工
藤
は
る
み

教区婦人会

松
岡
虔
一
司
祭
の
被
爆
体
験
と

  
伊
藤
純
子
さ
ん
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏

秋
の
修
養
会
が
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で

（
次
頁
４
段
目
に
つ
づ
く
）
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去
る
10
月
29
日
（
日
）、
午
後

２
時
か
ら
守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ

ン
教
会
に
お
い
て
守
口
オ
ー
タ
ム

を
調
整
し
た
り
と
、
１
年
近
く
前

か
ら
準
備
を
重
ね
た
。
開
催
に
至

る
ま
で
に
問
題
は
多
々
あ
っ
た

が
、
信
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
一
つ

ひ
と
つ
を
解
決
し
て
い
っ
た
。
例

え
ば
、
財
政
的
な
問
題
は
教
区
に

お
願
い
し
て
宣
教
協
力
金
を
捻
出

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
舞
台
と

な
る
高
座
の
設
営
な
ど
は
教
会
委

員
同
士
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
、
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
組
み
合
わ

せ
た
頑
丈
な
即
席
高
座
を
生
み
出

す
な
ど
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
。
そ

し
て
、
開
催
日
を
教
会
の
諸
聖
徒

日
礼
拝
に
合
わ
せ
て
集
客
を
計
り
、

前
座
に
「
わ
く
わ
く
音
楽
隊
」
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、マ
リ
ア
会（
守

口
の
婦
人
会
）
と
打
ち
合
わ
せ
を

綿
密
に
行
っ
た
上
で
、
チ
ラ
シ
や

去
る
10
月
21
日
（
土
）、
喜
望

の
家（
日
本
ル
ー
テ
ル
福
音
教
会
）

で
午
後
３
時
か
ら
「
釜
ヶ
崎
の
昔

と
い
ま
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

か
れ
、
講
演
会
後
、
午
後
５
時
か

ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
11
人
で
し

た
。講

演
会
の
講
師
に
は
、
釜
ヶ
崎

キ
リ
ス
ト
教
協
友
会
共
同
代
表
の

吉よ
し
岡お
か　
基も
と
いさ
ん
を
お
迎
え
し
、
日

本
最
大
の
寄
せ
場
で
あ
る
釜
ヶ
崎

の
歴
史
や
そ
こ

で
暮
ら
す
労
働

者
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し

た
。
釜
ヶ
崎
の

前
史
と
し
て
堺

筋
の
木
賃
宿
街
で
あ
っ
た
長
町

（
名
護
町
）
の
話
か
ら
、
高
度
成

長
期
に
労
働
力
を
集
め
る
場
（
寄

せ
場
）
と
し
て
大
き
く
機
能
す
る

こ
と
に
な
っ
た
釜
ヶ
崎
に
つ
い
て
、

そ
し
て
90
年
代
か
ら
現
在
に
か
け

て
失
業
と
野
宿
の
時
代
に
入
り
、

労
働
者
の
高
齢
化
の
た
め
「
労
働

者
の
ま
ち
」か
ら「
福
祉
の
ま
ち
」

へ
と
変
化
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
、
釜
ヶ
崎
の
今
後
に
つ

い
て
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る「
ま

ち
づ
く
り
」と「
西
成
特
区
構
想
」

が
誰
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
釜

ヶ
崎
が
抱
え
る
問
題
は
社
会
全
体

の
問
題
で
あ
り
私
た
ち
の
問
題
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
の
後
、
日
本
寄
せ
場
学

会
の
水
野
阿
修
羅
さ
ん
を
講
師
と

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
宣
伝
を
繰
り
返

し
て
本
番
を
迎
え
た
。
し
か
し
当

日
、
運
の
悪
い
こ
と
に
台
風
が
直

撃
し
た
た
め
36
人
の
集
客
を
数
え

る
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
教

会
の
所
在
を
守
口
の
地
に
示
す
と

い
う
前
述
の
目
標
に
不
備
は
な
く
、

宣
教
を
継
続
し
て
い
く
と
い
う
新

た
な
思
い
を
教
会
の
方
々
は
共
有

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
。
こ
の
催

し
は
、「
教
会
の
所
在
を
守
口
の

地
に
示
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
ミ
ニ
バ
ザ
ー
や
カ
フ
ェ

を
開
設
し
、
出
し
物
と
し
て
寄

席
を
行
う
と
い
う
趣
向
の
も
の

で
あ
る
。
バ
ザ
ー
の
よ
う
な
催

し
は
毎
年
や
っ
て
お
り
、
今
回

の
目
玉
は
現
在
人
気
上
昇
中
の

落
語
会
で
あ
っ
た
。
寄
席
の
名

称
を
男
子
会
が
「
笑わ

浪ろ
う
亭て
い
」
と

名
付
け
た
り
、
落
語
家
の
桂
壱

之
輔
さ
ん
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

釜
ヶ
崎
で
の
講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

釜
ヶ
崎
で
の
講
演
会
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

司
祭
　ヨ
ハ
ネ
　古
澤
秀
利

「
労
働
者
の
ま
ち
」
の
昔
と
い
ま
を
考
え
る

守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会

司
祭
　ヤ
コ
ブ
　松
平
　功

笑
浪
亭
で
笑
ろ
う
て

わ

ろ

う

て

い

し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向

か
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
、
労
働
者
の
ま
ち
と
福
祉

の
ま
ち
、
そ
し
て
観
光
の
町
と
し

て
の
釜
ヶ
崎
の
姿
を
学
び
ま
し
た
。

労
働
者
が
日
払
い
で
宿
泊
す
る
簡

易
宿
泊
所
（
ド
ヤ
）
が
福
祉
ア
パ

ー
ト
や
観
光
旅
行
者
向
け
の
格
安

宿
泊
施
設
へ
と
変
化
し
た
過
程
を

は
じ
め
、
釜
ヶ
崎
の
変
化
に
つ
い

て
実
際
に
建
物
を
見
な
が
ら
解
説

を
受
け
ま
し
た
。

（
ふ
る
さ
わ　
ひ
で
と
し
・
大
阪

聖
愛
教
会
牧
師
、
社
会
宣
教
委

員
長
）

し
て
い
る
。
次
回
は
来
年
１
月
28

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、
出
演

者
は
桂
壱
之
輔
と
林
家
染
吉
の
二

本
立
て
の
予
定
で
あ
る
。
守
口
の

宣
教
の
た
め
に
、
ご
加
祷
い
た
だ

き
た
い
。

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
・
守
口

聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
牧

師
）

奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
恵
ま
れ

た
贅
沢
な
ひ
と
時
も
過
ご
せ
た
修

養
会
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
出
店
も
あ
り
お
茶
の
用

意
も
し
て
い
た
だ
い
て
楽
し
く
和

や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
信

徒
の
皆
様
の
お
働
き
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
く
ど
う
は
る
み
・
東
豊
中
聖
ミ

カ
エ
ル
教
会
信
徒
）

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）
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第
１
３
３
回
「
祈
り
と
証
し
の

会
」
は
２
０
１
７
年
12
月
６
日

（
水
）
午
後
７
時
か
ら
大
阪
聖
パ

ウ
ロ
教
会
に
て
開
催
さ
れ
た
。
し

ば
ら
く
の
間
、
退
職
聖
職
者
に
よ

る
証
し
が
続
い
て
い
た
が
、
今
回

は
信
徒
か
ら
の
証
し
と
な
っ
た
。

証
し
人
は
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会
の

小
西
宏
平
さ
ん
。
証
し
人
の
紹
介

で
は
、
前
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会
の

牧
師
を
さ
れ
て
い
た
古
澤
秀
利
司

祭
が
、
小
西
兄
の
こ
と
を
気
持
ち

が
心
に
触
れ
る
真
っ
直
ぐ
な
人
と

話
さ
れ
た
。
小
西
兄
は
現
在
23
歳
、

大
学
を
卒
業
後
に
福
祉
関
係
の
仕

事
に
就
い
て
お
ら
れ
る
。
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
お
母
様
に
教
会
に

連
れ
て
い
か
れ
、
自
分
の
意
志
で

小
学
生
の
時
に
洗
礼
を
、
20
歳
で

堅
信
を
受
け
ら
れ
た
。
中
学
校
で

は
水
泳
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
、
高

校
に
入
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を

い
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

勉
強
に
力
を
注
げ
な
い
と
高
校
２

年
の
時
に
部
活
を
断
念
す
る
に
至

っ
た
。

高
校
３
年
の
春
休
み
に
釜
ヶ
崎

で
の
J's
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
こ

れ
が
人
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大

き
く
変
え
ら
れ
た
機
会
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
学
に
入
っ

て
も
釜
ヶ
崎
「
ふ
る
さ
と
の
家
」

と
の
関
わ
り
あ
い
を
続
け
、
釜
ヶ

崎
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と
の
信
頼
関
係

が
生
ま
れ
、
し
ば
ら
く
行
か
な
い

と
あ
の
兄
ち
ゃ
ん
ど
う
し
て
る
の

か
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
経
て
日
本

聖
公
会
の
全
国
青
年
組
織
「
Ｕ

26
」
の
代
表
と
な
り
「
知
る
、
つ

な
が
る
、
教
会
の
絆
」
を
大
切
に

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
大
阪
教

区
の
Ｇ
ル
ー
プ
や
キ
ッ
ズ
の
ス
タ

ッ
フ
と
、
活
動
さ
れ
る
範
囲
は
広

い
。神

様
が
共
に
い
て
く
だ
さ
り
、

私
た
ち
の
つ
な
が
り
、
支
え
合
う

こ
と
を
い
つ
も
心
に
留
め
た
い
と

結
ば
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
兄
が

ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。
な
お
当
日
の
出
席
者
は

41
人
、
献
金
３
０
，
５
５
０
円
は

聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
の
働
き
の
た
め
に

献
げ
ら
れ
た
。

（
す
ず
き
け
ん
じ
・
尼
崎
聖
ス
テ

パ
ノ
教
会
）

第

　回
「
祈
り
と
証
し
の
会
」ペ

テ
ロ
　鈴
木
憲
二

133
Ｕ
26
代
表 

小
西
宏
平
さ
ん
を
迎
え
て

○
教
会
の
鐘
が
エ
ジ
プ

ト
全
土
に
響
き
渡
る

シ
ナ
イ
半
島
北
部
の

エ
ジ
プ
ト
の
都
市
ビ
ル

ア
ル
ア
ベ
ッ
ド
に
あ
る

イ
ス
ラ
ム
教
寺
院
が
テ

ロ
攻
撃
を
受
け
た
翌
日

の
土
曜
日
、
教
会
の
鐘

が
エ
ジ
プ
ト
全
土
に
響
き
渡
っ
た
。

こ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
共
同
体

に
結
束
を
促
す
た
め
で
あ
る
。
武

装
勢
力
が
寺
院
を
襲
撃
す
る
前
に

爆
弾
が
爆
発
し
、
305
人
の
命
が
奪

わ
れ
100
人
以
上
が
病
院
に
送
ら
れ

る
事
態
と
な
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
聖

公
会
の
モ
ウ
ニ
ー
ア
・
ア
ニ
ス
主

教
は
、
攻
撃
し
た
者
を
「
臆
病
な

テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
呼
び
な
が
ら
深

い
悲
し
み
を
表
明
し
た
。
攻
撃
さ

れ
た
寺
院
は
、
禁
欲
主
義
を
貫
く

イ
ス
ラ
ム
教
の
一
派
で
あ
る
ス
ー

フ
ィ
教
の
共
同
体
で
、
武
装
グ
ル

ー
プ
は
彼
ら
を
異
端
者
と
見
な
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
今
回
の
血
ま
み
れ
の
大
虐
殺
は

こ
こ
数
年
で
、
最
も
大
規
模
な
テ

ロ
行
為
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
警

察
や
兵
隊
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教

徒
を
標
的
に
し
て
い
た
が
、
今
で

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
攻
撃
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
」
と
ア
ニ
ス
主
教

世界の窓世界の窓

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

響
第6回

U26
全国集会

※プール制による交通費補助があります。
　詳しくはU26右下のQRコード内のブログを
　（http://nskk-u26.blogspot.jp/）
　をお読みください。
※部分参加の方も大歓迎です。
　参加費が異なりますので、
　nskk.u26@gmail.comまで
　お問い合わせ下さい。

日程／ 2018 年 2月 23日（金）～25日（日）
会場／アクトパル宇治

（京都府宇治市西笠取辻出川西 1番地）

参加対象／
1991 年 4月～ 2000年 3月生まれの青年
※受洗の有無は問いません

参加費用／ 15,000 円

パンは一つだから、わたしたちは大勢でも一つの体です
コリントの信徒への手紙一 10：16

ひ び き

証
し
人
の
小
西
宏
平
さ
ん
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常
置
委
員
会
報
告

Ⅰ
．
主
教
報
告

＊
11
月
４
日
（
土
）
に
横
浜
教
区

主
教
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
当
選

者
は
得
ら
れ
ず
、
90
日
以
内
に
２

回
目
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

＊
11
月
30
日
（
木
）
東
北
教
区
主

教
按
手
式
が
挙
行
さ
れ
、
吉
田
雅

人
司
祭
が
受
按
。
こ
れ
に
伴
い
、

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
の
後
任
館

長
は
黒
田
裕
司
祭
が
務
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

10
月
11
日（
第
12
回
定
例
）

11
月
15
日（
第
13
回
定
例
）

は
語
る
。
ロ
ン
ド
ン
・
コ
プ
ト
教

会
の
ア
ン
ガ
ロ
ス
主
教
は
、
土
曜

日
の
教
会
の
鐘
に
つ
い
て
「
追
悼

と
連
帯
を
、
異
な
る
個
人
、
異
な

る
共
同
体
、
異
な
る
信
仰
に
対
し

て
表
現
し
て
い
る
の
だ
」
と
賞
賛

の
言
葉
を
述
べ
た
。

（A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service, N

ovem
ber 

27th , 2017

）

○
マ
ヌ
ス
島
の
難
民
の
た
め
に
教

会
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
安

全
を
要
請

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
３
つ
の
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
連

邦
政
府
に
対
し
て
、
マ
ヌ
ス
島
に

難
民
と
し
て
収
容
さ
れ
て
い
た

人
々
を
「
安
全
か
つ
迅
速
に
、
そ

し
て
家
族
一
緒
と
い
う
こ
と
に
重

大
な
配
慮
を
持
っ
て
」
再
度
移
住

で
き
る
よ
う
に
と
要
請
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
、
自
国

に
難
民
申
請
し
た
者
の
国
内
滞
在

を
許
可
せ
ず
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
マ
ヌ
ス
島
に
拘
留
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
、
そ
こ
に
申
請
者
を

送
還
し
て
国
外
で
難
民
審
査
を
行

う
と
い
う
人
権
を
無
視
し
た
政
策

を
今
年
ま
で
行
っ
て
い
た
。
政
策

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨

週
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
権
限

に
よ
っ
て
、
施
設
に
残
留
し
て
い

た
328
人
を
新
し
い
キ
ャ
ン
プ
に
移

送
し
た
こ
と
で
、
拘
留
セ
ン
タ
ー

は
完
全
に
閉
鎖
し
た
。
現
在
、
移

送
さ
せ
ら
れ
た
難
民
た
ち
は
、
劣

悪
な
環
境
の
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ

リ
ス
ト
教
協
議
会
を
は
じ
め
と
す

る
３
つ
の
団
体
は
「
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
で
起
こ
っ
て
い
る
難
民

へ
の
不
法
な
扱
い
を
嘆
く
と
共
に
、

拘
留
に
よ
っ
て
離
散
さ
せ
ら
れ
た

彼
ら
の
家
族
た
ち
の
将
来
的
な
安

全
を
求
め
る
」
と
い
う
声
明
を
出

し
た
。
ま
た
、
団
体
は
「
政
策
に

よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
起
こ

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

る
の
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め

に
祈
る
」
と
述
べ
、「
我
々
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
難
民
の
安

全
と
家
族
の
連
帯
、
そ
し
て
再
移

住
を
始
動
す
る
保
証
を
要
請
す

る
」
と
し
て
い
る
。

（A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service, N

ovem
ber 

28th , 2017

）

司
祭　
ヤ
コ
ブ　
松
平　
功

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
・
守
口

聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
牧
師
、

聖
ル
シ
ヤ
教
会
管
理
牧
師
、
プ

ー
ル
学
院
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
、

守
口
ぶ
ど
う
の
い
え
施
設
長
）

Ⅱ
．
そ
の
他
諸
報
告

＊
大
阪
・
京
都
特
別
協
働
教
区
運

営
委
員
会
か
ら
、「
協
働
ニ
ュ
ー

ス
」
第
１
号
を
発
行
。
島
崎
聖
子

氏
（
川
口
基
督
教
会
信
徒
）
に
業

務
協
力
を
依
頼
。

＊
２
０
１
８
年
度
、
台
湾
聖
公
会

と
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
、

奥
村
貴
充
司
祭
を
長
と
し
て
、
大

阪
か
ら
の
参
加
者
を
中
心
に
検
討

が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
桃
山
学
院
大
学
と
泉
大
津
市
の

連
携
事
業
、
企
画
展
「
大
阪
聖
三

一
神
学
校
卒
業
生
・
牛
島
惣
太
郎

の
足
跡
と
日
本
聖
公
会
史
の
一
断

面
」
の
案
内
。

Ⅲ
．
協
議
事
項

＊
教
区
会
上
程
議
案
の
確
認
。

＊
教
区
礼
拝
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
。

＊
２
０
１
８
年
度
、
信
徒
奉
事
者

推
挙
に
つ
き
、
各
教
会
か
ら
遅
滞

な
く
推
薦
書
の
書
類
提
出
を
願
う

こ
と
を
確
認
。

＊
第
120
（
臨
時
）
教
区
会
日
程
に

つ
き
、
２
０
１
８
年
３
月
18
日

（
日
）
15
時
よ
り
主
教
座
聖
堂
で

開
催
。
書
記
は
義
平
雅
夫
司
祭
と

金
山
将
司
執
事
。

＊
３
局
体
制
に
つ
い
て
、
総
務
局

長
は
内
田
望
司
祭
、
宣
教
局
長
は

ウ
イ
ル
ソ
ン 

ウ
ォ
ー
レ
ン
司
祭
、

財
政
局
長
は
太
田
幸
彦
氏
に
内
定

を
確
認
。

＊
来
年
度
の
教
役
者
人
事
に
つ
き
、

情
報
共
有
と
意
見
交
換
。
合
わ
せ

て
教
区
事
務
所
人
事
に
つ
い
て
検

討
。

＊
今
後
の
教
会
・
関
連
学
校
・
関

係
諸
施
設
に
お
け
る
聖
職
者
の
働

き
に
つ
い
て
の
課
題
を
共
有
。

教
会
・
施
設
の
動
き

尼
崎
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会

○
こ
の
た
び
、
川
西
中
央
霊
園
に

墓
地
永
代
使
用
権
を
得
て
、
11
月

4
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
、
同

地
に
て
墓
地
聖
別
礼
拝
が
山
本
眞

司
祭
司
式
に
よ
り
行
わ
れ
、
約
60

人
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
。
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祝
受
洗

○
聖
贖
主
教
会

　
マ
ト
キ
ン
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

　
大や
ま
と和

（
10
月
15
日
）

祝
受
按

○
聖
贖
主
教
会

　
イ
サ
ク 

本ほ
ん
田だ　
俊し
ゅ
ん
じ治

　
リ
ベ
カ 

本ほ
ん
田だ　
晶あ
き
子こ

（
10
月
15
日
）

○
川
口
基
督
教
会

　
ト
マ
ス 

本ほ
ん
田だ　
良
り
ょ
う
一い
ち

（
8
月
11
日
・
75
歳
）

　
モ
ニ
カ 

白し
ら
石い
し　
恵け
い
子こ

（
11
月
23
日
・
83
歳
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式
◇ 1月10日（水）10：30〜
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　司祭　ジョージ　林　正樹
１日　宣教師　ヘンリー・ラニング（1917  米）
　　　司　祭　デイビッド・マーシャル・ラング（1946  英）
　　　司　祭　ウイリアム・ロイストン・グレイ（1950  英）
３日　主　教　ウイリアム・オードリー（1910  英）

　　　司　祭　河
か わ い

合　尭
ぎょう

三
ぞう

（1939）
８日　司　祭　テモテ　名

な い で
出　望

のぞむ
（2015）

１２日　司　祭　ヨセフ　側
そば

垣
がき

　基
もと

雄
お

（1965）
　　　司　祭　ギデオン　小

お
川
がわ

　博
ひろ

司
し

（2002）
１３日　伝道師　三

み
木
き

　八
や

十
そ

五
ご

郎
ろう

（1918）
１５日　司　祭　パーシー ･A･ スミス（1960  米）
　　　司　祭　寺

てら
本
もと

　房
ふさ

吉
きち

（1960）
１９日　司　祭　ペテロ　宇

う
野
の

　秀
ひで

太
た

郎
ろう

（1944）
　　　主　教　アーサー ･リー（1958  英）
　　　伝道師　今

いま
泉
いずみ

　頴
えい

子
こ

（1970）
２０日　司　祭　ヒカル　柳

やなぎ
原
はら

　光
ひかる

（1994）
　　　主　教　オーガスチン　髙

たか
野
の

　晃
こう

一
いち

（2015）
２１日　司　祭　久

ひさ
永
なが

　光
みつ

雄
お

（1937）
２２日　主　教　ペテロ　松

まつ
本
もと

　寛
かん

一
いち

（1980）
２５日　執　事　卜

うら
部
べ

　徳
とく

太
た

郎
ろう

（1933）
２６日　司　祭　パウロ　井

いの
上
うえ

　進
しん

次
じ

（2016）
２7日　司　祭　サムエル　久

く
保
ぼ

　道
みち

則
のり

（2011）
３０日　執　事　バルナバ　寺

てら
沢
さわ

　久
ひさ

吉
きち

（1945）
  ？日　司　祭　山

やま
下
した

　有
あり

任
とう

（1903）
　
◇ 2月7日（水）10：30〜＊
　（２月のみ第１水曜日に変更です。）
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　司祭　ダニエル　山野上　素充
  １日　宣教師　エルザ ･M･ キーン（1949  英）
  ３日　司　祭　トマス　佐

さ
藤
とう

　時
とき

雄
お

（1989）
  ５日　司　祭　バークレー・フォーウェル・バクストン（1946  英）
  ８日　宣教師　フランシス・エドワード・ハモンド（1932  英）
１０日　司　祭　祖

そ
山
やま

　達
たつ

三
ぞう

（1941）
　　　司　祭　皆

みな
川
がわ

　晃
あき

雄
お

（1952）
　　　宣教師　フローレンス・マリアン・ファジル（1956  英）
１３日　伝道師　マリア　奥

おく
田
だ

　ヤス子
こ

（1949）
１４日　司　祭　J･ ハミルトン・クィンビー（1882  米）
１６日　司　祭　ステパノ　久

く
保
ぼ

　登
と

知
ち

雄
お

（1981）
１７日　司　祭　ジョージ・ヘンリー・ポール 1929  英）
１９日　伝道師　小

お
橋
ばし

　かつえ（1964）
２０日　司　祭　ヨセフ　松

まつ
岡
おか

　安
やす

立
たつ

（1972）
＊ 教役者逝去記念聖餐式は、原則毎月第２水曜日午前 10 時

30 分から、主教座聖堂（川口基督教会）で行われます。
ご関係の有無にかかわらず、どうぞ自由にご参加ください。

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
ヨ
ハ
ネ 

鈴す
ず
木き　
　
博
ひ
ろ
し

（
10
月
24
日
・
93
歳
）

○
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
ヨ
ハ
ネ 

田た

中な
か　
恒つ
ね
久ひ
さ

（
10
月
28
日
・
93
歳
）

○
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　
テ
モ
テ 

中な
か
島じ
ま　
健け
ん
三ぞ
う

（
11
月
4
日
・
93
歳
）

　
ヨ
セ
フ 

太お
お
田た　
篤あ
つ
宏ひ
ろ

（
12
月
10
日
・
50
歳
）

○
大
阪
聖
愛
教
会

　
フ
ラ
ン
シ
ス 

小お

川が
わ　
義よ
し
孝た
か

（
11
月
21
日
・
76
歳
）

○
大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
聖
母
マ
リ
ヤ 

廣ひ
ろ
政ま
さ
百も

も々

代よ

（
11
月
25
日
・
89
歳
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
マ
リ
ア
・
セ
シ
リ
ア堀ほ

り　
　
美み

和わ

（
11
月
12
日
）

主
の
ご
降
誕
を
お
祝
い
し
ま
す
。

中
学
生
の
頃
、
は
じ
め
て
訪
れ
た

教
会
で
聞
い
た
あ
の
ク
リ
ス
マ

ス
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
時
を
超
え

て
甦
っ
て
き
ま
し
た
。

原
爆
投
下
か
ら
72
年
。
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
の
私
は
、
平
和
と

非
暴
力
の
実
現
の
た
め
に
心
よ
り

祈
り
ま
す
。

次
号
よ
り
新
体
制
で
編
集
に
臨

み
ま
す
。
新
し
い
連
載
企
画
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。 

（
Ｇ
）

　
編
集
後
記


